
ロッキングの確認方法

　ロッキングされたことを確認する場合には、以下の方法でご確認ください。

　弱い力で時計回りに締め、スクリューヘッドがプレート（ブッシング）に接触

した感触が得られたら、反時計回りに半回転させます。ロックが確認できたら、

時計回りに半回転戻し、締めてください。

　ブッシングからスクリューヘッドが

はみ出している場合でも、ロッキング

が成立していれば問題ありません。

＊反時計回りに半回転させてスクリューのみが回る場合は、時計回りに弱い力で

スクリューを締め直し、再度反時計回りに半回転させます。スクリューとブッシング

のロックが確認できるまで繰り返してください。

注意

スクリューを挿入する際には、力を入れすぎないようにご注意ください。
スクリュードライバー、スクリューヘッドがなめる原因となります。

ドライバーの掴み方
スクリュードライバーは、図のように

ハンドル先端付近を３本の指で掴み、

弱い力で回してください。

参考

ブッシング断面

プレート断面
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